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　(一社 )八千代青年会議所から、災害用かま
どベンチとスポットクーラーを寄贈いただき
ました。寄贈式は８月２日に阿蘇米本学園で、
「やちよ防災学園」の一環として行われました。
いただいた資機材は災害時の備えとして有効
に活用してまいります。

災害用かまどベンチとスポット
クーラーを寄贈いただきました

▲�今後も市の防災力向上のため、さまざまな活動を
行っていきたいと青年会議所髙津理事長（左）

　生活協同組合コープみらいから講師を招
き、「ふりふり牛乳アイスクリーム作りと氷
の実験教室」が、８月７日に勝田台公民館
で行われました。アイスクリームは、牛乳
や生クリームを入れたアルミ缶をフリーザ
ーバッグに入れて、一生懸命ふりふりして作
りました。参加者の一人は「簡単に作れたの
で、家でもやってみたい」と話していました。
　そのほか、クイズを通してアイスクリーム
の成分表記の違いなどについて学びました。

～夏休みに小学生が体験～　ふりふり牛乳アイスクリーム作り

▲�氷も入ったフリーザーバックを 10分ほどふりふ
りしてアイスクリームを作りました

　第19回全国高等学校書道パフォーマンス
選手権大会「書道パフォーマンス甲子園」
が８月２日に愛媛県四国中央市で開催さ
れ、八千代松陰高校書道部が４回目の出場
で初めて入賞（青

あお

柳
やぎ

美
び

扇
せん

賞）しました。
　テーマは熱

ねっきょう

響。時代と社会の変遷を描き
ながら、新たな時代を創る情熱を縦４メー
トル、横６メートルの紙に表現しました。

書道甲子園で八千代松陰高校書道部が初入賞

▲�提供：書道パフォーマンス甲子園実行委員会

　秀明大学落語研究会による「みなさん！
落語のお時間です！」が８月６日、八千代
台東南公民館で開催されました。
　子どもからシニアまで幅広い世代が来場
し、その巧みな語りや身ぶりに会場は引き
込まれていました。日本の伝統芸能である
落語に親しむ機会となりました。

世代を超えて楽しむ、秀明大学生による落語の一席

▲�約 40人を前に落語を披露する秀明大学生
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ミニ・ガイド

■行政書士による無料相談会　相続、遺言、外国
人ビザ関係、各種許認可などの相談を受けます。
10月３日㈯午後１時～３時、船橋駅北口デッキ広
場、船橋駅南口広場（連絡通路）、JR津田沼駅南
北デッキ（連絡通路）※ JR津田沼駅会場は２時
30分に終了。千葉県行政書士会葛南支部 080-
5640-0840
■精神障害者家族「対話の集い」　精神障害者を
身内に持つ家族が、福祉施設花の実園の保健師を
囲んで看護福祉のことを話し合う対話の集いを開
催します。９月24日㈭午後１時30分～４時、プラ
ッツ習志野北館。習志野八千代心の健康を守る会・
渡邊 047-453-6760
■地球温暖化防止活動推進員　県では、地球温暖
化対策の普及啓発活動を行うボランティアを募集

しています。推進員は、節電やゴミの減量など自
らの日常生活でできる温暖化対策を行いながら、
地域イベントへの参加や出前講座の講師を務める
など、さまざまな活動を行っています。あなたの
特技や経験・ネットワークを生かして、地域で活
躍してみませんか。10月16日㈮必着。ホームペー
ジから応募申請書をダウンロードし、郵送、ファ
クスまたは右下のコードから。〒260-0024千葉市
中央区中央港1-11-1千葉県地球温暖
化防止活動推進センター 043-246-
2180 043-247-4152
■タクシードライバー合同就職説明会　タクシー
の「あれこれ」セミナーや現役ドライバーパネルデ
ィスカッションなどを行います。実際のタクシーの
展示ブースも設置。詳しくは右下のコードからご確
認ください。９月30日㈬午後１時から、
ハローワーク船橋第一庁舎。千葉県タ
クシー協会京葉支部 047-422-4559

●やちよ歴史浪漫紀行①郷土料理“八千代のなつ
かしい味”　高津の鶏

とり

めし・人
にんじん

参の白あえ。定員
15人。エプロン、三角巾、布巾持参。800円。10月
26日㈪午前９時30分～午後１時30分、男女共同参
画センター調理室。②歴史散歩“やさしさは昔も
今も！～佐山を訪ねる～”　定員20人。飲み物・
雨具持参。詳しくは同協会ホームページのチラシ
参照。700円。10月31日㈯午後１時15分～３時15分、
大学町５丁目バス停集合。八千代市観光協会・髙
田 080-7270-3200（いずれも市民活動団体公益事
業補助金制度対象事業）

消費生活センター 483-1151（代表）
リサイクル •ガイド

【ゆずります・無料】▶木製ライティングデスク／ミデ
ィアムブラウン／高さ127㎝ 奥行44～73ｃｍ 横90㎝

宝くじコミュニティ助成事業で
大和田新田下区が備品を購入
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俳
句

　大和田新田下区（自治
会）が宝くじの受託事
業収入を財源とした助
成金を活用し、和太鼓
などの備品を購入しま
した。８月１日には、
購入備品を活用して夏
祭りを行いました。 ▲�購入した和太鼓

一
首
目
か
ら
三
首
目
、
題
材
は
鵜
、
神
輿
、
杜
鵑
と
異
な
る

が
、
夏
を
告
げ
る
歌
を
選
ん
で
み
た
。
秋
や
冬
を
呼
ぶ
歌
と

い
う
の
は
あ
ま
り
見
な
い
。
春
は
時
々
見
る
が
、
夏
は
活
気
が
加
わ
る
の

か
多
い
。
た
だ
、「
夏
を
呼
ぶ
」
な
ど
は
常
套
句
な
の
で
注
意
も
必
要
だ
。

四
首
目
は
、
観
察
眼
の
あ
る
作
品
で
、
雛
が
巣
立
っ
た
か
も
。
五
首
目
、

市
川
市
動
植
物
園
の
小
猿
の
パ
ン
チ
君
。
今
や
国
内
外
の
人
気
者
だ
。

選
評
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